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7月 13日 、相内実取地区、特産品加エセン

ター横に市浦村総合交流促進センター「 トー

サムプラザ」がオープンしました。

今後は、既存の特産品加エセンターや、今

年度完成予定の「道の駅」 と共に山村都市交

流の拠点になるものと期待 されています。



暉ιチる (2)

七
月
十
三
日
相
内
実
取
地
区
に
建
　
　
よ
る
も
の
で
応
募
総
数
二
十
六
通
の

設
さ
れ
た
市
浦
村
総
合
交
流
促
進
セ
　
　
中
か
ら
成
田
美
子
さ
ん

⌒相
内
）
に

ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。　
　
　
　
よ
る

「ト
ー
サ
ム
プ
ラ
ザ
」
が
採
用

愛
称
は
村
内
か
ら
の
一
般
公
募
に
　
　
さ
れ
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
木
造
平
屋
建
て
、

建
築
面
積
約
六
百
九
十
五
平
方
メ
ー

ト
ル
、
床
面
積
約
五
百
八
十
平
方
メ

ー
ト
ル
で
、
建
物
の
デ
ザ
イ
ン
は
市

浦
牛
を
モ
チ
ー
フ
に
、
青
森
ヒ
バ
を

活
用
し
た
大
型
木
造
建
築
。

村
が
山
村
振
興
等
農
林
漁
業
特
別

対
策
事
業
費
と
し
て
、
総
工
事
費
二

億

一
千
万
円
を
投
し
て
今
年
三
月
に

完
成
し
ま
し
た
。

管
理
運
営
は
第
二
七
ク
タ
ー

「株

式
会
社
ト
ー
サ
ム

（八
木
澤
良
蔵
代

表
取
締
役
）
」
が
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
セ
ン
タ
ー
内
で
は
し
じ
み
貝

や
、
お
な
じ
み
の
シ
ジ
ミ
エ
キ
ス
ド

リ
ン
ク
、
シ
一て
ヽヽ
エ
キ
ス
を
使
っ
た

健
康
補
助
食
品

「員
活
源
ヤ
マ
ト
」
、

新
聞
で
紹
介
さ
れ
、
人
気
商
品
と
な

っ
た
し
し
み
エ
キ
ス
入
り
菓
子

「か

ら
す
の
涙
」
な
ど
の
し
し
み
関
連
商

品
や
近
隣
町
村
の
名
産
品
な
ど
の
販

売
ス
ペ
ー
ス
。
郷
土
芸
能
等
の
体
験

交
流
ス
ペ
ー
ス
及
び
地
場
産
品
料
理

の
提
供
を
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン

「わ
ら

び
」
な
ど
の
営
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
ト
ー
サ
ム
プ
ラ
ザ
で
は
、
ク

ラ
ス
会
、
パ
ー
テ
ィ
ー
、
各
種
懇
親

会
な
ど
、
交
流
の
場
と
し
て
も
利
用

で
き
ま
す
。
相
談
に
よ
っ
て
は
営
業

時
間
の
延
長
も
可
能
で
す
。

オ
ー
プ
ン
当
日
は
村
内
外
か
ら
多

数
の
方
が
訪
れ
、
高
松
村
長
、
八
木

澤
代
表
取
締
役
、
浜
田
村
議
会
議
長

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
村
の
創
作
太
鼓

グ
ル
ー
プ
東
日
流
衆
に
よ
る
力
強
い

演
奏
が
お
こ
な
わ
れ
、
会
場
を
盛
り

上
げ
て
い
ま
し
た
。

今
後
は

「道
の
駅
」
が
建
設
予
定

で
、
休
憩
用
の
駐
車
場
、
四
阿
、
公

衆
ト
イ
レ
の
完
備
、
ま
た
、
山
村
振

興
等
農
林
漁
業
特
別
対
策
事
業
で
整

備
さ
れ
る
交
流
広
場
内
に
、
パ
ー
ペ

キ
ュ
ー
広
場
や
青
空
市
場
の
開
設
も

予
定
さ
れ
て
お
り
、
都
市
と
山
村
の

交
流
拠
点
と
し
て
の
機
能
が
強
化
さ

れ
ま
す
。

以前から接客業

がしたいと思つ

ていました。

生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
村
で
長
く
続

け
ら
れ
る
仕
事
が
し
た
い
と
思
い
、

か
つ
以
前
か
ら
接
客
業
に
憧
れ
て
い

た
の
で
こ
の
職
場
を
選
び
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
慣
れ
て
い
な
い
せ
い
か
、

失
敗
ば
か
り
で
す
が
、
毎
日
楽
し
い

発
見
が
あ
っ
て
や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
で
す
。
接
客
で
お
客
様
と
会
話
が

で
き
る
の
も
楽
し
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
多
く
の
観
光
客
の
方
に

立
ち
寄
っ
て
も
ら
い
、
青
森
の
た
く

さ
ん
の
お
み
や
げ
と
、
す
ぐ
と
な
り

の
工
場
で
作
っ
て
い
る
シ
ジ
ミ
エ
キ

ス
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が

一
生
懸
命
作
っ

た
も
や
焼
も
お
す
す
め
で
す
。

村
の
人
た
ち
に
い
つ
も
き
て
も
ら

え
る
よ
う
な
ト
ー
サ
ム
プ
ラ
ザ
に
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 古川加奈子さん

(太 田)
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▲郷土芸能等の体験交流スペース

▲レストラン「わらび」厨房内

▲おみやげの販売スペースが充実

▲私たちがお待 ち しております



・ ιヽチろ 1

あの感動をもう一度
姫神・奥津軽 十三湖コンサー ト



―

(5)暉 ιチろ

湯

ノ

岱

温
泉

ま

つ
り

わ
が
町
の
三
大
ま

つ
り
の

一
つ
、

湯
ノ
岱
温
泉
ま

つ
り
が
七
月
十
四
日
、

国
民
保
養
セ
ン
タ
ー
前
の
特
設
会
場

を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
ｃ

天
候
に
恵
ま
れ
、
す
べ
て
の
行
事

が
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
八
〇
〇
人

が
詰
め
か
け
賑
わ

い
ま
し
た
［

湯
ノ
岱
市
街
地
を
上
ノ
国
音
頭
に

あ
わ
せ
て
踊
る
パ
レ
ー
ド
に
は
半
纏

を
着
て
変
装
し
た
人
た
ち
や
子
ど
も

た
ち
、
そ
れ
に
保
護
司
や
民
生
委
員
、

人
権
擁
護
委
員
も
た
す
き
を
か
け
参

加
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
ウ
チ
ヮ
を
配

っ

盛
大
に
お
わ
る

ま
た
、
上
ノ
国
鼓
友
会
に
よ
る
竜

焔
大
鼓
も
披
露
さ
れ
、
演
奏
が
は
じ

ま
る
と
観
客
は
そ
の
鼓
動
に
聞
き
入

り
、
演
奏
が
終
わ
る
と
会
場
か
ら
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

地
元
産
の
ゼ
ン
マ
イ
、
シ
イ
タ
ケ
、

無
料
入
浴
券
が
当
た
る
お
楽
し
み
抽

選
会
で
は
当
選
番
号
が
読
み
上
げ
ら

れ
る
た
び
に
観
客
は

一
喜

一
憂
し
て

ま
つ
り
の
呼
び
物
の
歌
謡

・
民
謡

シ
ョ
ー
に
は
演
歌
歌
手
の
堺
ひ
ろ
こ

さ
ん
と
函
館
民
謡
会
が
出
演
Ｄ

「北
海
盆
唄
」
な
ど
の
民
謡
が
は

じ
ま
る
と
、
手
拍
子
や
か
け
声
が
飛

び
か
い
、
や
が
て
乗
っ
た
観
光
客
は

輪
を
つ
く
っ
て
踊
り
は
じ
め
る
な
ど

湯
ノ
岱
地
区
住
民
の
パ
ワ
ー
を
見
せ

つ
け
ら
れ
た

一
日
で
し
た
。

こ
の
日
は
国
民
温
泉
保
養
セ
ン
タ

ー
が
無
料
で
開
放
さ
れ
、
各
地
か
ら

訪
れ
た
人
た
ち
が
湯
ノ
岱
温
泉
を
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。

↓薔の岱餞象まつり

▲上 ノ国鼓友会による演奏
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暉 ι夕ろ (6)

通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

一
千
日
達
成

第
十
四
回
青
空
リ
レ
ー
式
交
通
安
全
大
会

七
月
二
十

一
日
、
第
十
四
回
青
空
　
　
全
の
た
め
の
活
動
を
お
こ
し
、
地
域

リ
レ
ー
式
交
通
安
全
大
会
が
役
場
前
　
　
の
人
々
に
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と

で
開
か
れ
、
参
加
し
た
村
民
は
、
死
　
　
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
お
よ
び
マ
ナ
ー

亡
事
故
ゼ
ロ
活
動
の
実
践
を
確
認
し

本
村
は
去
る
三
月
二
十
二
日
に
、

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
千
日
を
達
成
し
、

青
森
県
警
察
本
部
長
よ
り
表
彰
を
受

け
、
さ
ら
に
、
六
月
二
十
五
日
で
交

通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
三
年
達
成
で
青
森

県
知
事
表
彰
を
受
け
て
い
ま
す
が
、

今
後
も
こ
の
記
録
を
伸
ば
し
続
け
る

た
め
に
こ
の
大
会
は
、
交
通
安
全
リ

レ
ー
旗
を
引
き
継
ぎ

一
斉
に
交
通
安

壽̈榊一̈“一̈一攀い時一一　　【””】〓平雀Ｌ」期一一け吟】ど性が吉Ｈ児休路弘ｌ‐

市
浦
中
学
校
三
年
生
を
対
象
に
、　
　
　
　
今
回
の
学
習
で
経
験
し
た
こ
と
が

「母
と
子
の
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
」
　

　

将
来
自
分
が
父
親
、
母
親
に
な
っ
た

が
七
月
五
日
、
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
　
　
と
き
に
き
っ
と
生
か
さ
れ
る
こ
と
で

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
か
れ
ま
し
た
。　
　
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
今
度
は
自
分
が

こ
れ
は

「乳
幼
児
と
の
ふ
れ
あ
い
　
　
そ
の
と
き
の
中
学
生
に
自
分
の
子
ど

体
験
を
学
習
す
る
こ
と
に
よ
り
、
健
　
　
も
を
抱
か
せ
て
あ
が
て
く
だ
さ
い
。

全
な
母
性
及
び
父
性
の
意
識
を
認
識

し
よ
う
」
と
昨
年
に
引
き
続
き
開
催

さ
れ
た
も
の
で
、
抱
き
方
や
事
故
防

止
な
ど
の
注
意
を
受
け
た
後
、
体
験

学
習
へ
と
入
り
ま
し
た
。

今
ま
で
赤
ち
ゃ
ん
と
接
す
る
機
会

が
な
か
っ
た
た
め
か
最
初
は
突
然
泣

き
出
す
赤
ち
ゃ
ん
に
戸
惑
っ
て
い
た

生
徒
た
ち
も
次
第
に
慣
れ
、
中
に
は

見
事
な
父
親
、
母
親
ぶ
り
を
見
せ
る

子
ど
も
も
い
ま
し
た
。

▲大会宣言 を読み上げる

三和美穂子 さん

故
ゼ
ロ
六
千
三
十
七
日
を
達
成
し
、

県
内
第

一
位
の
記
録
を
持
つ
小
泊
村

よ
リ
リ
レ
ー
旗
が
引
き
継
が
れ
、
高

松
隆
三
市
浦
村
長
、
金
木
地
区
交
通

安
全
協
会
長
、
金
木
警
察
署
長
が
あ

い
さ
つ
し
、
三
和
美
穂
子
相
内
保
育

所
母
の
会
会
長
が

「高
齢
社
会
に
対

応
す
る
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
対

策
、
観
光
客
へ
の
安
全
運
転
の
ピ
ー

ア
ー
ル
な
ど
、
私
た
ち
村
独
自
の
運

動
と
対
策
を
作
り
出
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
大
会
宣
言
を
読

み
上
げ
、
拍
手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

い
つ
も
さ
か
ん
に
言
わ
れ
て
い
る

交
通
安
全
、
あ
ま
り
に
も

一
般
的
に

な
り
す
ぎ
て
あ
り
が
た
み
が
薄
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
言
葉
で
す
が
今

一
度

こ
こ
で
再
確
認
を
し
て
み
て
は

い

が
で
し
ょ
う
か
。

一
目
β
糀
秘
判
師
Ｔ

▲大勢の方が参加 しました

七
月
十
七
日
、
十
三
湖
河
川
敷
、

津
波
の
塔
付
近
で
毎
年
恒
例
の
金
木

高
等
学
校
相
内
分
校
生
徒
に
よ
る
海

浜
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
風
が
強
く
、
あ
ま
り
良
い

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
は
言
え
な
い
天

候
で
し
た
が
、
生
徒
達
は
観
光
客
が

落
と
し
て
い
っ
た
空
き
缶
や
空
き
瓶
、

中
に
は
古
タ
イ
ヤ
な
ど
と
い
っ
た
大

き
な
ゴ
ミ
な
ど
の
回
収
に
精
を
出
し

相
内
分
校
は
河
川
の
美
化

・
愛
護

活
動
に
功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
、
七

月
十
六
日
に
建
設
省
東
北
地
方
建
設

局
長
表
彰
を
受
け
て
い
て
、
昭
和
五

十
年
か
ら
岩
木
川
河
口
部
の
十
三
湖

水
門
口
付
近
の
ご
み
拾
い
を
年

一
回

続
け
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

▲報告 をする生徒会長の青山君
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達
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
ｃ　
　
　
　
　
　
と
で
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽

一
級
　
一二
和
佳
澄

嘲̈一一一一一一̈中一一一一　　】”【】”馬．」優・・・‐東北馬力大会‥―

(7)広報こレタ4多

休
み
の
思
い
出
に

―

シ
ュ
ニ
ア

・
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

‥―

必
要
な
知
識

・
技
術

・
行
動
を
取
得

し
、
資
質
の
向
上
を
図
り
、
子
ど
も

達
の
連
帯

・
協
力
を
促
進
す
る
こ
と

を
目
的
に

「
ジ

ュ
ニ
ア

・
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
」
が
大
沼
公
園
で
行
わ
れ
ま

こ
れ
は
、
村
内
小
学
校
五
年
生
を

対
象
に
七
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日

の
二
日
間
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、

今
年
度
も
上
ノ
国
町
か
ら
滝
沢
小
学

に
テ
ン
ト
の
寝
心
地
を
聞

い
た
と
こ

ろ

「
最
高
」
と
の
返
事
が
返

っ
て
き

そ
の
後
、
凧
上
げ
や
滝
沢
小
児
童

と
の
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
、
子
ど
も
た

ち
に
よ
る
余
興
や
ゲ
ー
ム
な
ど
で
盛

り
上
が

っ
た
キ
ャ
ン
プ

フ
ア
イ
ア
ー

翌
日
の
花
か
ご
づ
く
り
な
ど
が
行
わ

れ
、
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
を
通
し
て
学
ん
だ
こ

と
で
子
ど
も
達
は
た
く
ま
し
く
成
長

校
五
年
生
を
招
き
、
村
内
の
子
ど
も

　

　

し
、
ま
た
良

い
思

い
出
と
な

っ
た
こ

級
合
格
お
め
で
と
う

第

一
〇
三
回
全
国
商
工
会
珠
算
検
定
試
験

第

一
〇
三
回
全
国
商
工
会
珠
算
検
　
　
塾
）

定
試
験
が
六
月
七
日
午
後
四
時
か
ら
　
　
　
▽
二
級
　
鳴
海

一
博
、
澤
田
幸
広
　
　
野
洋
子

（浦
田
塾
）

村
内
各
小
学
校
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
　
　
（辻
分
珠
算
塾
）
秋
田
亜
里
美

（浦
　
　
　
▽
八
級
　
中
島
千
恵
美

（浦
田
塾
）

三
和
佳
澄
さ
ん
が
見
事

一
級
に
合
格
　
　
田
塾
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
九
級
　
士
口
田
　
亮
、
自
川
浩
平

し
ま
し
た
り
今
回
の
受
験
者
数
は
四
　
　
　
▽
三
級
　
白
川
　
舞
、
成
田
茉
世
　
　
　
（辻
分
珠
算
塾
）

十
四
名
で
合
格
者
は
次
の
と
お
り
で
　
　
　
（辻
分
珠
算
塾
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
十
級
　
小
倉
勇
斗
、
近
藤
祥
平
、

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
四
級
　
秋
田
谷
絵
梨
花

（辻
分
　
　
小
寺
晶
子
、
棟
方
亮
伍
、
亀
田
春
樹

珠
算
塾
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（浦
田
塾
）

（辻
分
珠
算

七
月
十
四
日
、
大
沼
公
園
に
お
い
　
　
　
こ
の
大
会
は
毎
年
七
月
第
二
日
曜

て
、
東
北
馬
力
大
会
が
開
か
れ
ま
し
　
　
日
、
当
村
の
成
田
長
代
さ
ん
が
主
催

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
い
る
も
の
で
、
青
森
県
内
外
か

ら
約
八
〇
〇
人
の

参
加
者
、
観
客
が

集
ま
り
ま
し
た
．ヽ

場
　
　
当
日
は
好
天
に

抑　罐」「午量鋼は

艶
　
主
催
者
であ
る
成

催
　
田
さ
ん
の
愛
馬
が

雄
　
出
走
す
る場
面
で

は
会
場
か
ら
盛
ん

な
声
援
が
送
ら
れ

豊
か
な
地
域
に

―

大
沼
公
園
で
植
樹
祭

―

去
る
六
月
十
三
日
、
大
沼
公
園
で
　

　

協
議
会
が
主
催
し
た
も
の
で
、
今
年

北
五
地
方
植
樹
祭
が
行
わ
れ
、
ヤ
エ
　

　

は
当
村

の
大
沼
公
園
で
行
わ
れ
、
関

ザ
ク
ラ
な
ど
の
苗
木
を
植
樹
し
ま
し
　

　

係
者
ら
約
百
三
十
人
が
参
加
し
ま
し

こ
れ
は
、
毎
年
北
五
管
内
で
植
樹

祭
を
実
施
し
て
い
る
北
五
地
方
林
業

▽
五
級
　
成
田
和
也

（辻
分
珠
算

塾
）▽

七
級
　
秋
田
谷
五
月
、
竹
谷
知

佳

（辻
分
珠
算
塾
）
天
坂
友
香
、
今

植
樹
祭
で
は
、
開
催
地
を
代
表
し

高
松
隆
三
村
長
が

「緑
豊
か
な
活
気

あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
あ
い
き
つ
Ｄ
続
い

て
緑
化
功
労
者
な
ど
の
表
彰
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
相
内
小
学
校

欄
　
　
（校
長
　
秋
田
谷
福
道
）
緑
の
少
年

る
　

団
の
岡
本
亜
由
美
さ
ん

（六
年
）
が

は　
　
「環
境
を守
るた
め自
然
を大
切
に

鋼
　
し
、
み
んな
で協
力
し
て緑
を
増
や

少
　
す
こと
を
誓
いま
す
」
と
誓
いの言

卸
　
葉
を
述
べま
し
た
。
そ
の後
、参
加

▲
　
者
た
ち
は大
沼
公
園
地内
にヤ
エザ

イ
、

エ
ゾ
ヤ

マ
ツ
ツ
ジ
の
苗
木
七
十

本
を
植
樹
し
ま
し
た
，
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‘
　
　
固

義
家
出
羽
に
遊
ぶ

源
義
家
は
国
司
と
し
て
、
陸
奥

・
出
羽
の

治
政
に
専
心
し
ま
し
た
の
で
、
誰

一
人
と
し

に
任
命
さ
れ
て
寛
治
三
年

（
一
〇
払
九
）
に

及
ぶ
ま
で
国
内
が
豊
か
に
平
穏
に
治
ま
り
ま

前
九
年
合
戦
が
終
わ
り
を
告
げ
た
後
、
義

家
が
出
羽

（現
在
の
秋
田

・
山
形
地
方
）
、

父
頼
義
は
伊
予

（現
在
の
愛
媛
地
方
）
の
国

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
義
家
は
父
頼
義

の
希
望

て
京
都
に
住
居
を
移
し
ま
し
た
の
で
、
出
羽

国
の
状
況
に
は
精
通
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

の
名
所
や
旧
跡
を
心
ゆ
く
ま
で
見
学
し
た

い

り
を
決
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
出
羽
方
面
の

視
察
に
向
か

っ
た
の
で
す
。
清
原
家
の
内
輪

‐こ 採ｃ
却
編

流

辮

山
掛

討

野

霧

家
衡
の
策
謀

縦
蔵
ギ
足
家
衡
は
、
先
年
蛇
饂
（寛
治
拝

鮮

鐵

鶴

郭

編

憮

『

嘘
襲

が
真
衡
に
味
方
し
た
た
め
に
打
ル
負
け
た
こ

と
を
根

に
持

っ
て
義
家
を
深
く
怨
ん
で
い
ま

し
た
。
隙
が
あ

っ
た
ら
義
家
に

一
撃
を
加
え

」嘲嘲帥̈
鼎［牌つ退“ｒ赫画蜂卸つ故刹 租

こ
と
義
家
榛
餓
の‐‘謳
拝
巡
ら
し
て
い
ま
し

た
が
、
義
家
の
武
威
が
強
く
て
な
か
な
か
そ

の
機
会
を
掴
む
こ
と
が
出
来
な

い
で
い
ま
し

た
。
怒
り
心
頭
に
達
し
て
間
々
と
年
月
を
送

つ
て
い
た
矢
先
に
、
義
家
の
出
羽
遊
山
の
報

家
来
の
間
者
か
ら
の
通
報
で
あ

っ
た
も
の
で

討
捕
の
時
節
到
来
し
た
ぞ
、
近
日
義
家
当
国

ω機動は瑚Ｈ“一はか出い静ぽ“̈
【

藤一斜跡神鋼昴一ギ飩け鰤檸̈
籍就替

群
蝿
“概簿
霧

義
家
、家
衡
の
反
逆
を
知
る

『前
太
平
記
』
に
は
義
家
の
遊
行
の
状
況

「
を

輸弩け静此こて痢“見葉‐３̈
囃α城帥』麟”

国
に
打
入
ら
ん
と
し
給
け
る
」
　

　

　

　

・

清
原
家
の
内
紛
が
自
分
の
仲
介
で
和
解
し

で
あ
ろ
う
。
馬
の
足
に
任
か
せ
て
昔
の亀
笏

を
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
み
歩
い
た
様
将
が
窺
ゎ

一
行
と
出
会

っ
た
の
は
数
人
の
牧
男
た
ち

押
え
て
、
家
衡
軍
の
待
ち
伏
せ
の
状
況
を
知

ら
せ
大
事

に
至
ら
な

い
う
ち
に
引
返
し
た
方

が
よ

い
と
告
げ
ま
す
。
特
に
も
し
奥
州
の
国

司
様
で
あ

っ
た
ら
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
す
と

こ
れ
を
聞

い
た
共
の
家
人
等
は
、

　

ヽ
片
鞭
鰤

き
家
衡
が
仕
業
か
な
、
久
し
く
状
坪
ｋ
「

箭

家
衡
軍
を
踏
み
破

っ
て
通
ろ
う
と
勇
み
進
み

ま
す
。
将
軍
義
家
は
つ
く
づ
く
■
篠
粍
し
、

い
や
待
て
今
は
遊
行
で
あ

っ
て
、
公
の
事
で

し
て
は
朝
廷
に
対
し
て
申
し
訳
が
な

い
。
何

て
馬
の
鼻
を
引
返
し
て
、
尚
奥
州
の
旧
跡
を

い

‐よ
・
静

勒
れ
日

つ 廻

¨
口‘て
印
跡
叫
鋼
卸
『
す
。
共

挿
絵
は
、
義
家

一
行
の
遊
行
の
図
で
す
。

◎
急
告
　
お
待
ち
兼
ね
の

『市
浦
村
史
』
第

編
纂
室

へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。



市浦村の人 口と世帯数   平成8.8.1現 在

颯

団 体 用

工 業 用

営 業 用

浴 場 用

観 賞 用

臨 時 用

私設消火栓

演 習 用

共 1 用

:tilじ
あ箱議彎藷ぶ

…・
:“

|~ 開設しました

先生やお父さん、お母さん、あ
るいは友達などに相談できないで

困つていたら「子ども心のテレホ
ン」へ電話して下さい。あなたが

困つていることを聞いてくれます。
レ電話番号

(62)3939
。名前や学校名などを言いたくな

ければ言わなくてもいいのです。
・午前10時 から午後4時 まで電話
を受け付けます。

相談上の秘密は固く守ります。
>問 い合わせ先

市浦村教育委員会

市浦村いじめ問題懇話会

1国民健康保険税率が|
‐  変わります

平成 8年度より国民健康保険の

税率が税負担の平準化をはかるた

め次のように変わります。

>問 い合わせ先

役場住民福祉課国保係まで

改正前 改正後

均等割額

平均割額

資産割額

所得割額

近隣町村の状況 (一般用 )

町村名 苧¬冷仔基本鮮庁率1准拿轟L孟1留 施行年月日 税区分

鰺 ケ沢町

金 木 町

鶴 田 町

小 泊 村

県内の交通事故概況

342-



一
日
ド
ッ
ク
で

『要
指
導
』
と
言

わ
れ
て
も
、　
″痛
く
も
か
ゆ
く
も
な

い
″
か
ら
と
い
つ
て
放
っ
て
お
い
て

い
ま
せ
ん
か
。
こ
の

『病
状
別
料
理

教
室
』
で
は
、
要
指
導
の
方
は
も
ち

ろ
ん
、
そ
う
で
な
い
方
も
自
分
の
食

生
活

・
健
康
に
つ
い
て
考
え
る
折
角

の
機
会
だ
か
ら

・
と
い
つ
て
、
大
勢

の
参
加
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
様
子
も
含
め
て
の

お
話
で
す
。

講
師
は
、
五
所
川
原
保
健
所
　
高

崎
優
子
栄
養
士
で
す
。

第

一
回
目
の
病
状
別
料
理
教
室
で

は
、
成
人
病

（心
臓
病

・
脳
卒
中

・

ガ
ン
）
を
招
く
大
き
な
要
因
と
な
る

高
脂
血
症
に
つ
い
て
の
お
話
で
し
た
。

調
理
し
た
食
事
は
、
野
菜
を
多
く
取

り
入
れ
た
も
の
で
、
高
脂
血
症
の
予

防
の
た
め
に
一
日
に
取
り
入
れ
た
い

野
菜
の
量
は
、
目
安
と
し
て
自
分
の

に
ぎ
り
こ
ぷ
し
四
個
分
で
あ
る
こ
と
、

無
理
で
あ
つ
て
も
二
～
三
個
分
は
必

要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
女
性
で
特
に
骨
粗
柩
症
の

人
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
取
り
入
れ
方

E18ι チる 00

野 和 村 和 山 藤 和 上 田 山 荘 井   
三 伊 山 小 蒔 古 今 須 佐 坂

ツ  萬 わ ミ 聖 ソ サ 吉 柾  フ

ヤ 保 作 に シ ー ノ タ 美 繁 博 サ

磯 脇 大 相 太 相 脇 脇 相 磯 十 十

松 元 田 内 田 内 元 元 内 松 三 三

曇
悪
く
健
康
一を
一考
え
る

に
つ
い
て
も
、
牛
乳
か
ら
六
割
　
小
　
　
毎
日
の
食
事
、
毎
日
食
べ
て
い
る
か

魚
や
海
藻
か
ら

一
～
三
割
取
り
入
れ
　
　
ら
こ
そ
、
ひ
と
工
夫
が
大
事
な
の
で

る
こ
と
を
聞
け
た
よ
う
で
す
。　
　
　
　
　
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
あ
な
た
自
身

ジ
ュ
ー
ス
も

一
缶
に
、　
一
日
に
必
　
　
と
あ
な
た
の
家
族
の
た
め
に
な
る
お

要
な
砂
糖
の
三
倍
～
三
倍
程
の
砂
糖
　
　
料
理
教
室
で
す
。

が
入
っ
て
い
る
こ
と
、　
一
・
五
‘
の
　
　
　
皆
さ
ん
で
ワ
イ
ワ
イ
楽
し
く
健
康

ボ
ト
ル
に
は
、
容
器
の
四
分
の
一
～
　
　

つ́
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
′

三
分
の
一
は
砂
糖
で
あ
る
こ
と
等
を
　
　
◆
申
し
込
み
先

・
住
民
福
祉
課

知
り
、
皆
さ
ん
驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。　
　
　
　
８
六
一
一―
二
一
一
一

元
気
に
働
く
体
を
つ
く
つ
て
い
る
　
　
　
　
内
線
三
四
ま
で
で
す
。

９

　

８

０

高 脂 血 症 予 防 の 食 事

一６０柏［‐坤嘲３０４０袖呻ｍ５

「̈
舟油″規ゆ
畑

謹 論 ボ

=砧
轟 謹  

米 藤
鉾

工 宮 自 成 三 三 奈 成

村 浦 本 引 倉 久 士 浦 田 浦 ▽
谷 田 寺 藤 崎 川 田 浦 上 良 田

▽

お

誕

生

祐
　
誠

（脇
一匹

郁
　
美

（大
田
）

景
　
子

（脇
元
）

里
　
沙

（相
内
）

紗
弥
圭

（脇
元
）

圭
　
一

（相
内
）

萌
　
々

（十
一こ

矩
　
子

（相
内
）

学

　

（桂
川
）

美
　
咲

（磯
松
）

凛
太
郎

（相
内
）

こ

結

婚

尚

　

（相
　
　
内
）

千
　
春

⌒薄

　

市
）

秀
　
篤

（十
　
　
一こ

喜
美
子

（木
　
　
造
）

仁

　

（青

　

森
）

礼
　
子

（十
　
　
一こ

俊
　
彦

（脇

　

一匹

雅

子

（名

古

屋
）

鳳
二　
次

（相

　

内
）

知
　
子

（埼
　
　
玉
）

徹

　

（三

香
　
織

（相

勝
　
一
（鶴

百
合
子

（相

正
　
彦

（太

古
′し、

（弘

馨

　

（磯

千
世
子

（小

裕
　
史

（磯

さ
ゆ
り

（相

お
く
や
み

写
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